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『春を待つ心－浮世絵とうつわから－』

　お正月の美術館は、「春を待つ心」と題して、

浮世絵や東西の器など、さまざまな館蔵品か

ら、春を見つける展覧会を開催します。春とい

う言葉には、物事の新しい始まり、という意味

があります。本展では、「新春」と「早春」の言

葉をキーワードに作品を集めました。

　「新春」のコーナーからは歌川広重の代表作

「名所江戸百景」からお正月を感じさせるにぎや

かな作品や、茶器などを紹介します。図は、歌

川広重の「名所江戸百景　山下町日比谷さくら

田」。町人たちが住む山下町から武家屋敷が並

ぶ外桜田を見た風景を描いたものです。手前に

は門松や羽子板が見え、正月の遊びに興じる子

どもたちの様子が想像できます。対して「早春」

のコーナーでは、アール・ヌーヴォーのガラス

など、命芽吹く春の花々をモチーフとした清ら

かな作品をお楽しみただきたいと思います。

１月２日�～２月２０日�
毎週月曜日（祝日の場合は翌日）休館

※ミュージアムショップでは、すてきなグッズを詰め込ん
だ『みゅーじあむ福袋』を販売します。千円、３千円、
５千円の３種類を５袋ずつ用意しました。１月１６日�
までの期間限定販売ですので、どうぞお早めに。

※１月７日�まで、抹茶と和菓子のセットをご用意（有料）
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歌川広重
「名所江戸百景　山下町日比谷さくら田」

大判錦絵揃物の内　安政４年（１８５７）
中山道広重美術館蔵

次号は１月１５日号
発行日は１月１４日�です
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